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書
儀
・
尺
讀
表
現
の
受
容

一
書
儀
・
尺
牒
表
現
の
受
容

中
国
の
文
化
受
容
、
な
か
で
も
書
儀
・
尺
牒
の
形
式
と
表
現
の
受
容
研
究

に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
歴
史
学
・
社
会
学
な
ど
の
領
域
に
お
い
て
進
め
ら
れ

て
き
た
i
。
こ
れ
は
書
儀
が
当
時
の
礼
儀
薔
の
側
面
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
中
国
の
儀
礼
制
度
の
受
容
を
解
明
ず
る
上
で
有
効
な
資
料
と
位
置
付
け

ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
か
た
や
文
学
研
究
に
お
い
て
は
、
平
安
初
期
の

空
海
と
最
澄
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
当
時
の
仏
教
教
義
解
明
の
補
助

的
姿
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
に
と
ど
ま
ま
り
、
空
海
の
書
簡
が
収
め
ら
れ
て
い

る
『
高
野
雑
筆
集
』
末
尾
に
附
さ
れ
て
い
る
唐
僧
義
空
に
関
わ
る
書
簡
に
つ

い
て
も
充
分
な
解
明
が
行
わ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
i
i
。
さ
ら
に
園
仁

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
の
帯
節
に
つ
い
て
も
同
様

m
で
あ
る
。
つ
ま
り
平

安
初
期
の
書
節
表
現
が
中
国
の
書
儀
・
尺
膜
表
現
と
い
か
な
る
受
容
関
係
を

有
す
る
か
に
つ
い
て
は
考
察
が
充
分
と
は
言
え
な
い
。

さ
か
の
ぽ
っ
て
奈
良
時
代
の
受
容
研
究
に
つ
い
て
は
、
小
島
憲
之
氏
・
芳

賀
紀
雄
氏
を
中
心
と
し
て
、
歌
表
現
や
表
記
の
特
質
を
解
明
す
る
に
あ
た
っ

て
書
儀
・
尺
牒
の
性
格
や
表
現
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
き
た
iv
。
同
時
に

正
倉
院
文
薔
の
読
解
が
進
展
し
た
v
こ
と
か
ら
、
同
時
代
文
書
の
受
容
実
態
に

つ
い
て
の
解
明
が
進
展
し
て
い
る
。

西

夫

ー

平

安

初

期

漢

文

書

簡

の

表

現

を

中

心

に

本
稿
で
は
、
書
儀
・
尺
蹟
表
現
の
受
容
実
態
を
表
現
研
究
の
観
点
か
ら
見

通
す
と
共
に
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
初
期
の
漢
文
書
簡
に
書
儀
・
尺
旗
表
現

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
、
史
的
展
開
を
見
せ
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
る
。
具
体
的
に
は
、
書
簡
贈
答
の
な
か
で
用
い
ら
れ
る
書
簡
を
示
す
表

現
に
考
察
を
加
え
、
六
朝
の
尺
贖
と
唐
代
審
儀
と
の
比
較
検
討
、
ま
た
奈
良

時
代
の
文
容
に
取
り
込
ま
れ
た
表
現
と
の
差
異
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で

漢
文
書
筋
の
表
現
受
容
に
つ
い
て
の
史
的
展
開
と
特
質
の
一
端
を
し
め
す
。

二
書
簡
贈
答
の
次
第
と
関
連
語
彙
ー
萬
葉
集
の
書
簡
表
現
ー

萬
葉
集
巻
五
に
は
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
が
吉
田
宜
に
送
っ
た
書
簡
に
対
す

る
返
薔
が
残
る
。
こ
の
書
簡
に
は
贈
答
の
次
第
を
示
す
表
現
が
い
く
つ
か
見

ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
贈
答
の
次
第
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

宜
啓
。
伏
奉
二
四
月
六
日
賜
審
l
゜
詭
開
二
封
函
＿
‘
拝
二
読
芳
藻
ー
。
心

神
開
朗
、
似
レ
懐
二
泰
初
之
月
＿
‘
榔
慨
除
扶
、
若
レ
披
I

一
楽
広
之
天
＿
o

…
…
（
中
略
）

．．．．．． 
兼
奉
二
垂
示
一
、
梅
苑
芳
席
、
群
英
捐
レ
藻
、
松
浦
玉

菰
仙
媛
贈
答
、
類
二
杏
埴
各
言
之
作
一
、
疑
二
衡
皐
税
駕
之
篇
ー
。
…
…

（
中
略
）
…
…
今
因
二
相
撲
部
領
使
l
‘
謹
付
二
片
紙
ー
。
宜
謹
啓
。
不
次
。

（
五
・
八
六
四

5
八
六
七
書
簡
）

具
体
的
に
は
「
賜
審
」
「
封
函
」
「
芳
藻
」
「
垂
示
」
「
片
紙
」
を
手
が
か
り
に
し
て
明

ら
か
に
で
き
よ
う
。

ま
ず
害
簡
冒
頭
に
日
付
と
共
に
記
さ
れ
る
「
賜
書
」
は
、
敬
意
を
含
む
表
現

が
伴
う
こ
と
か
ら
、
旅
人
か
ら
の
書
簡
を
指
す
と
解
し
て
問
題
な
い
。
同
じ

表
現
は
「
昨
日
述
二
短
嵌
一
、
今
朝
汗
ー
一
耳
目
l
。
更
承
二
賜
書
l
‘
且
奉
二
不
次

一
。
死
罪
A

A

0

」
（
一
七
・
三
九
七
三
書
簡
、
池
主
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
池
主
か

ら
家
持
に
送
ら
れ
た
書
簡
に
は
歌
も
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
「
賜
嘗
」
は
三

月
三
日
付
け
の
家
持
の
長
短
歌
(
-
―
-
d
K
d

ー
＿
―
―
九
七
二
）
と
そ
の
前
文
」
（
新
日
本
古
典
文
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学
大
系
脚
注
）
の
ご
と
く
、
歌
と
書
簡
を
あ
わ
せ
た
表
現
と
理
解
す
る
の
が
穏

当
だ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
歌
を
贈
る
に
際
し
て
書
簡
を
添
え
て
い
る
の
で
あ
り
、

「
一
、
応
充
給
物
等
、
昨
日
買
求
已
胞
。
；
・
・
・
・
・
但
先
日
賜
書
云
、
…
…
」
（
「
慶

宝
充
給
物
状
」
大
日
本
古
文
書
五
•
四

0
0
)
よ
う
な
例
で
は
先
立
つ
文
書
を
指
し

て
「
賜
書
」
と
表
現
し
て
い
る
の
が
よ
り
一
般
的
な
用
法
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
吉
田
宜
の
書
節
で
は
旅
人
の
歌
と
書
簡
と
を
一
体
の
も
の
と
理
解
し

て
「
賜
書
」
と
表
現
し
て
い
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
上
代
文
献

で
複
数
確
認
で
き
る
「
賜
嘗
」
を
、
敦
熾
番
儀
や
六
朝
の
尺
股
に
先
例
を
指
摘

す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。

つ
づ
く
「
脆
開
二
封
函
一
、
拝
二
読
芳
藻
I

」
で
は
対
に
な
る
表
現
の
「
封
函
」

と
「
芳
藻
」
と
が
「
賜
帯
」
を
受
け
て
贈
答
の
状
態
を
よ
り
明
瞭
に
示
し
て
い

る
。
「
封
函
」
は
平
安
初
期
の
例
で
あ
る
が
「
右
、
蕃
客
来
朝
之
日
所
レ
着
、
宰

吏
先
開
二
封
函
l

°

細
勘
二
其
由
一
、
若
違
二
故
実
＿
‘
・
・
・
曹
．．
 
」
（
『
類
荼
三
代
格
』

巻
l

八
、
天
長
五
年
一
月
二
日
）
と
来
朝
し
た
使
者
が
持
参
し
た
文
帯
の
入
っ
た

容
器
を
意
味
す
る
例
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
「
封
」
の
文
字
を
有
す
る
こ
と

か
ら
、
因
寓
二
鍼
封
ー
、
代
申
二
情
志
ー
。
（
「
新
集
雑
別
紙
JP
.
4
0
9
2
)
 

な
ど
と
同
様
に
封
印
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
封

印
さ
れ
た
箱
に
収
め
ら
れ
た
書
節
は
先
立
つ
「
賜
書
」
を
意
味
す
る
。
し
か
も

書
節
を
箱
に
収
め
て
贈
る
形
態
は
、
改
ま
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
よ
う
。
そ

う
し
た
表
現
性
を
有
す
る
「
封
函
」
は
、
先
立
つ
海
彼
の
例
に
恵
ま
れ
て
い
な

い
よ
う
で
あ
り
、
語
順
の
逆
転
し
た
「
通
レ
婚
函
審
往
来
皆
須
二
以
函
封
I

、
無

レ
函
者
可
レ
用
レ
紙
。
」
（
「
新
定
書
儀
鏡
J
P
.
2
6
1
9

く
）
が
書
諮
題
目
の
注
記
に
指
摘
で

き
る
が
、
瞥
儀
本
文
で
は
「
況
蒙
二
恩
異
一
、
特
柾
二
栄
函
一
。
」
（
「
新
集
雑
別
紙
」

P
.
 4
0
9
2
)

「
登
謂
I

一
恩
念
一
、
特
示
二
芳
函
一
、
不
レ
年
l

棟
荷
之
至
ー
。
」
（
「
新
集

雑
別
紙
」
P
.
4
0
9
2
)

等
の
例
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
「
封
」
に
渚
目
す
る
な
ら
ば

「
哀
叙
。
謹
具
二
短
封
ー
。
仲
夏
謀
熱
。
」
（
「
唐
僧
趙
度
よ
り
義
空
宛
」
『
高
野
雑

筆
集
』
巻
下
）
等
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
箱
を
伴
う

薔
節
の
贈
答
形
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
吉
田

宜
の
害
簡
で
示
さ
れ
た
魯
筋
語
棠
の
展
開
は
贈
答
の
形
態
を
考
え
る
上
で
考

應
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
vi
o

か
か
る
封
鍼
に
関
す
る
表
現
の
形
態
は
、
「
封
」
を
前
項
に
す
る
用
例
は
書

儀
で
は
な
お
認
め
ら
れ
ず
、
後
接
す
る
例
が
基
本
と
な
る
。
「
函
」
に
つ
い
て

は
後
接
語
彙
が
基
本
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
す
れ
ば
、

先
掲
の
「
新
定
番
儀
鏡
」
の
転
倒
し
た
例
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。

「
封
函
」
を
開
き
取
り
出
さ
れ
た
「
芳
藻
」
は
、
後
続
の
表
現
に
「
兼
奉
l

I

垂
示

-
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
、
書
簡
本
文
を
指
し
示
し
て
い
る
と
解
し
て
問

題
は
な
か
ろ
う
。
接
頭
語
「
芳
」
に
は
表
現
の
広
が
り
が
認
め
ら
れ
、
「
忽
奉
二

芳
音
＿
‘
惟
深
傾
棟
。
」
（
杜
友
音
『
書
儀
鏡
』

s.
3
2
9
)

等
の
例
が
指
摘
で
き
る

と
と
も
に
「
芳
書
」
「
芳
函
」
「
芳
翰
J
等
の
類
似
例
が
存
す
る
の
に
対
し
て
「
芳

藻
」
で
書
簡
を
意
味
す
る
例
は
、
な
お
用
例
に
恵
ま
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。

「
封
函
」
と
対
を
な
す
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
垂
示
」
は
、
「
忽
辱
二
芳
帯
『

井
蒙
I

l

恵
賜
ー
。
」
（
杜
友
晉
『
書
儀
鏡
』

s.
3
2
9
)

を
類
似
例
と
し
て
示
し
う
る
よ

う
に
、
書
簡
と
モ
ノ
と
を
あ
わ
せ
て
贈
る
場
合
の
書
簡
記
載
の
類
型
と
考
え

ら
れ
る
。
し
か
も
「
垂
示
」
は
、

今
状
附
往
、
惟
検
領
、
使
次
二
垂
示
l

、
不
レ
賓
二
遅
々
ー
、
幸
也
。
謹
附

状
不
宜
゜
謹
状
。

（
「
媛
四
海
求
事
意
書
（
答
書
）
」
『
魯
惟
鏡
』

s.
3
2
9
)
 

望
垂
示
。
幸
甚
幸
甚
。
不
宜
謹
状
。

（
空
海
「
左
兵
衛
督
藤
相
公
宛
」
『
高
野
雑
筆
集
』
巻
上
）

か
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
、
身
分
関
係
を
あ
る
程
度
示
し
て
お
り
、
「
垂
」

そ
の
も
の
も
上
位
か
ら
下
位
へ
の
関
係
を
示
す
意
味
を
有
し
て
い
る
W
i

o
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こ
の
よ
う
な
帯
簡
冒
頭
の
表
現
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
書
簡
贈
答

の
形
態
を
あ
る
程
度
推
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
、
書
儀
に
お
い

て
も
実
際
の
書
節
に
お
い
て
も
、
こ
れ
程
ま
で
に
害
簡
贈
答
の
形
態
が
書
き

込
ま
れ
た
例
は
稀
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
が
個
別
に
用
い
ら
れ
る
の
に

と
ど
ま
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

害
筋
冒
頭
の
表
現
か
ら
贈
答
の
あ
り
よ
う
を
見
通
す
こ
と
は
、
書
筒
末
尾

の
表
現
に
も
留
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
取
り
上
げ
た
書
節
末
尾
に
は
、

「
不
十
分
な
わ
が
書
面
の
謙
称
」
（
井
村
哲
夫
『
萬
莱
集
全
注
』
）
「
自
分
の
書
簡

を
謙
遜
し
て
い
う
。
」
（
伊
藤
博
『
萬
葉
集
秤
注
』
）
と
の
指
摘
が
あ
る
「
謹
付
二

片
紙
l
」
と
言
う
表
現
が
存
す
る
。
番
簡
の
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、
先
学
が
指

摘
す
る
意
味
を
有
し
て
い
る
と
判
断
し
て
問
題
が
な
い
。
だ
が
、
「
博
訪
ニ

知
之
＿
．
者
。
片
紙
残
行
。
事
事
二
各
異
ー
。
」
（
晉
千
宝
「
表
」
『
初
学
記
』
）
「
高

宋
帯
以
二
片
紙
l
‘
帯
二
若
海
名
ー
」
（
『
宋
更
』
注
若
海
伝
）
等
の
例
か
ら
す
れ

ば
、
当
該
語
は
「
紙
切
れ
」
を
表
し
て
い
る
も
の
の
、
諸
注
釈
が
説
く
よ
う

な
謙
遜
意
味
を
有
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
し
か
も
、
書
儀
・
尺
旗
で
の

確
例
が
認
め
難
く
、
自
ら
の
帯
簡
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
は
、
今
後
も

検
討
を
要
す
る
事
項
と
言
え
る
。

上
代
文
学
に
見
ら
れ
る
書
簡
を
手
が
か
り
に
贈
答
関
係
を
見
通
す
と
同
時

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
性
格
を
も
検
討
し
て
き
た
。
か
よ
う
な
傾
向
が
平
安

初
期
の
漢
文
書
簡
で
は
い
か
な
る
状
況
と
な
る
の
か
。
さ
ら
に
は
奈
良
•
平

安
初
期
の
漢
文
書
簡
の
表
現
を
見
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
字
文
化
と
し
て

の
時
代
層
の
一
端
を
以
下
で
検
討
す
る
。

三
書
簡
語
彙
の
検
討
①
ー
書
簡
を
示
す
語
彙
ー

考
察
の
中
心
を
な
す
の
は
、
番
簡
自
体
を
表
す
語
彙
の
性
格
、
つ
ま
り
語

性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
検
討
の
俎
上
に
乗
せ
る
の
は
平

安
初
期
の
漢
文
書
筒
は
空
海
と
最
澄
を
中
心
に
し
な
が
ら
『
入
唐
巡
礼
行
記
』

に
お
さ
め
ら
れ
る
圏
仁
の
書
簡
も
参
照
す
る
。
ま
た
『
南
野
雑
筆
集
』
巻
末

所
載
の
唐
僧
義
空
の
魯
簡
も
実
際
に
用
い
ら
れ
た
唐
人
の
書
簡
表
現
と
し
て

用
い
る
。

三
・
＿
「
札
」
の
ば
あ
い

善
簡
を
表
現
す
る
語
薬
の
一
部
に
「
札
」
が
用
い
ら
れ
る
ば
あ
い
が
あ
る
。

本
来
「
薄
い
木
の
ふ
だ
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
が
、
そ
の
「
札
」
を
繋
ぎ
合
わ

せ
て
「
冊
」
と
し
、
文
書
を
表
す
「
札
帯
」
「
札
翰
」
等
が
存
す
る
。

こ
の
「
札
」
が
相
手
の
帯
簡
（
来
簡
）
を
意
味
す
る
語
彙
と
し
て
、
以
下
に

示
す
起
筆
部
分
を
中
心
に
広
く
認
め
ら
れ
る
。

[
空
海
書
簡
]

空
海
の
書
簡
は
『
商
野
雑
筆
集
』
（
大
谷
大
学
図
書
館
蔵
）
に
よ
れ
ば
七
四

通
を
数
え
る
v
i
i
i
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
「
札
」
を
有
す
る
害
簡
語
彙
は
以
下
の
六

例
で
あ
る
。

久
不
と
承
二
音
札
＿
‘
馳
仰
惟
積
。
（
甲
州
の
藤
太
守
宛
）

霙
餞
砂
然
、
音
札
久
寂
。
（
某
師
宛
）

騎
仰
之
次
、
柾
二
音
札
ー
。
…
…
忽
見
二
来
書
一
、
棟
息
梱
深
也
。（唐
僧
都
宛
）

…
…
今
、
披
二
音
札
l
‘
承
二
平
達
花
下
l
o
（
筑
前
栄
井
王
宛
）

伏
丞
l
金
札
I

、
即
擬
レ
参
二
会
法
筵
I

0

（
宛
先
不
明
）

忽
塵
l
書
札
l
、
深
以
慰
レ
情
。
（
最
澄
宛
）

空
海
の
帯
節
で
は
「
音
札
」
「
金
札
」
「
書
札
」
の
三
例
が
存
し
、
う
ち
「
音
札
」

が
四
例
と
他
の
二
例
と
の
使
用
抵
に
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
「
音
札
」
に
明
確

な
敬
意
表
現
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
前
後
の
文
脈
で
は
来
簡
に
対
す
る

敬
い
の
表
現
が
求
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
、
こ
の
語
に
対
し
て
空
海
は
汎
用
性
を
認
め
て
い
た
I

x

と
推
察
さ

れ
る
。
な
お
、
宛
先
不
明
書
筒
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
金
札
」
に
つ
い
て
は
、

次
の
最
澄
書
簡
の
検
討
で
取
り
上
げ
る
。

[
最
澄
害
簡
]

最
澄
の
書
簡
は
『
伝
教
大
師
消
息
』
（
石
山
寺
淳
究
筆
文
化
六
年
本
）
で
は
四

七
通
x
を
数
え
、
う
ち
二
五
通
が
空
海
に
あ
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
そ
れ
ら

の
害
簡
の
中
で
「
札
」
を
有
す
る
書
簡
語
棄
は
以
下
の
二
通
で
あ
る
。

辱
柾
二
金
札
I

、
深
慰
二
下
情
l

o

（
空
海
宛
）

辱
柾
二
金
札
一
、
告
l

l

伝
法
旨
l

o

（
空
海
宛
）

い
ず
れ
も
空
海
宛
の
容
簡
で
あ
り
、
空
海
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
来
簡
を
「
金

札
」
と
称
し
て
い
る
。
空
海
へ
の
書
簡
が
半
数
を
数
え
る
な
か
で
空
海
か
ら
の

来
簡
を
表
現
し
た
も
の
に
は
「
金
札
」
の
他
に
「
垂
書
」
二
例
と
「
承
レ
害
」
「
迎

問
」
の
各
一
．
例
を
追
加
す
る
に
と
ど
ま
る
。
．
こ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
の
は
、

最
澄
の
書
簡
が
経
典
の
借
究
な
ど
の
実
務
的
な
苦
簡
が
多
く
、
「
謹
啓
」
「
借

請
」
「
弟
子
最
澄
和
南
」
等
の
形
式
に
拠
る
書
簡
が
複
数
存
す
る
点
に
も
留
意

す
べ
き
だ
ろ
う
。

だ
が
、
空
海
宛
の
書
簡
に
「
金
札
」
x
i
を
は
じ
め
と
し
て
「
垂
害
」
x
i
i
「
迎
問
」

等
の
敬
意
表
現
を
含
む
語
葉
を
来
簡
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
最

澄
は
空
海
と
の
関
係
を
的
確
に
書
簡
に
反
映
さ
せ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

以
下
は
「
札
」
を
伴
う
語
棠
が
海
彼
で
用
い
ら
れ
て
い
る
用
例
で
あ
る
。

[
回
仁
書
簡
]

・
・
・
所
レ
付
書
札
、
随
レ
波
没
落
。
恨
恨
之
情
、
無
レ
日
不
レ
積
。

[
唐
僧
義
空
関
連
書
簡
]

．．
 
；
・
前
月
中
、
京
使
至
。
党
謝
二
垂
情
一
、
特
賜
二
札
示
l

o

（
徐
公
祐
か
ら
義
空
宛
）

園
仁
書
簡
は
役
人
に
宛
て
た
書
簡
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
容
札
」
を
は
じ
め

前
後
の
表
現
に
も
特
段
の
敬
意
表
現
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な

い
。
か
た
や
義
空
宛
の
書
簡
は
「
謝
I

I

垂
情
I

」
に
「
垂
」
が
存
し
、
「
賜
I

l

札
示
l

」

の
「
札
示
」
に
「
賜
」
と
敬
意
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
徐

公
祐
が
義
空
に
対
し
て
敬
い
の
心
情
を
示
し
て
い
た
。

か
か
る
害
簡
語
薬
に
「
札
」
を
用
い
る
例
を
害
儀
文
例
か
ら
確
認
す
る
な
ら

ば
、
上
接
す
る
の
は
「
魚
雁
、
菓
レ
吝
二
札
示
ー
、
幸
甚
幸
甚
」
(
P
+
3
7
3
0

「
書
札
」
）

程
度
に
限
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
下
接
す
る
の
は
「
．．． 
屎
蒙
I

I

芳
札
＿
‘
恵
ね
以
二

穂
音
I

」
(
S
.
5
4
7
2

「
朋
友
苔
焼
」
）
「
傾
年
不
レ
輝
一
刀
札
一
、
是
以
不
レ
敢
二
通
苔
一
」

(
S
.
1
4
3
8

く
「
吐
番
占
領
敦
燒
初
期
渓
族
杏
儀
」
）
等
の
用
例
が
拾
え
る
程
度
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
害
儀
で
は
広
範
に
用
い
ら
れ
る
表
現
と
は
言
い
が
た
く
、
書

儀
文
例
の
傾
向
か
ら
す
れ
ば
「
札
」
を
用
い
た
来
節
表
現
は
限
定
的
で
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
る
。

「
札
」
の
語
義
を
手
が
か
り
に
書
簡
を
明
確
に
す
る
「
書
」
「
音
」
等
と
熟
語

化
す
る
傾
向
と
装
飾
性
を
示
す
「
金
」
と
の
熟
語
化
が
は
か
ら
れ
た
と
整
理
で

き
よ
う
。
な
お
、
「
札
」
を
有
す
る
書
簡
表
現
は
上
代
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

三
・
ニ
「
書
」
の
ば
あ
い

害
簡
語
棠
に
用
い
ら
れ
る
表
現
と
し
て
「
害
」
を
伴
う
表
現
は
、
意
味
と
表

現
と
が
明
瞭
で
汎
用
性
を
持
つ
表
現
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

[
空
海
書
簡
]

空
海
の
書
簡
に
用
い
ら
れ
る
「
害
」
を
有
す
る
表
現
は
、

書
信
柾
問
、
兼
恵
二
珍
紺
綿
布
等
物
I

o

（
某
高
官
宛
）

前
柾
l

＿
害
信
＿
‘
承
三
坤
儀
棄
l

I

栄
養
＿
o

（
前
安
州
判
官
宛
）

得
二
帯
信
＿
、
委
レ
意
。
（
泰
金
剛
宛
）

等
の
「
書
信
」
と
、
以
下
の
語
棠
と
に
分
け
ら
れ
る
。

忽
恵
二
書
札
一
、
深
以
慰
レ
情
。
（
最
澄
宛
）
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忽
披
二
柾
嘗
l

o

（
最
澄
宛
）

信
涸
至
。
辱
伊
l

一
封
書
状
及
一
章
新
詩
一
。
（
渤
海
国
王
孝
廉
宛
）

．．．．．． 
忽
見
二
来
書
＿
‘
棟
息
極
深
也
。
（
唐
僧
都
宛
）

前
者
は
「
書
」
「
信
」
い
ず
れ
も
書
節
を
意
味
し
x
i
i
i
、
同
義
語
を
組
み
合
わ
せ

た
表
現
で
あ
る
。
第
一
例
目
の
「
書
信
」
に
続
く
「
柾
問
」
も
「
起
居
を
お
尋
ね
い

た
だ
き
」
xi
v
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
二
例
目
の
「
柾
I

一
書
信
I

」
を
参
照
し
て
「
柾

レ
問
」
と
す
れ
ば
、
「
醤
簡
を
い
た
だ
く
」
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

後
者
の
「
書
札
」
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
柾
薔
」
は
前
者
の
「
柾

問
」
と
同
様
に
解
し
得
る
例
で
あ
る
。
「
来
書
」
は
方
向
性
を
示
す
「
来
」
を
冠
す

る
こ
と
で
、
相
手
の
書
簡
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
書
簡

を
表
す
語
に
敬
意
を
含
む
こ
と
は
な
く
、
「
柾
」
「
恵
」
「
披
」
等
に
よ
っ
て
相
手

の
書
簡
に
敬
い
の
表
現
を
示
し
て
い
る
。

[
最
澄
書
簡
]

最
澄
の
帯
簡
は
、
先
の
「
札
」
の
表
現
と
同
様
に
、
「
書
」
を
有
す
る
表
現
は

同
じ
表
現
の
二
例
に
と
ど
ま
り
、
い
ず
れ
も
空
海
宛
の
番
簡
で
あ
る
こ
と
が

留
意
さ
れ
る
。

伏
承
二
垂
書
I

、
深
慰
二
下
情
I

0

（
空
海
宛
）

忽
得
二
垂
書
へ
恰
似
二
対
面
I

0

（
空
海
宛
）

「
垂
書
」
は
「
札
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
金
札
」
と
同
様
に
語
莱
そ
の
も

の
が
敬
意
表
現
を
内
包
し
て
い
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
「
金
札
」
「
垂
薔
」
い
ず
れ

に
し
て
も
最
澄
か
ら
空
海
に
送
ら
れ
た
書
簡
で
用
い
ら
れ
て
い
る
点
は
、
な

お
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
前
後
の
文
脈
の
中
で
敬
意
を
表
現
す
る

場
合
と
書
簡
に
敬
意
表
現
を
直
裁
用
い
る
場
合
と
の
相
違
を
明
確
化
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

唐
僧
義
空
関
連
薔
筒
で
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
傾
向
か
ら
外
れ

る
よ
う
な
表
現
は
認
め
ら
れ
な
い
。
「
香
問
」
は
い
ず
れ
も
帯
簡
を
意
味
す
る

類
義
語
を
菫
ね
た
語
薬
で
あ
り
、
「
来
香
」
は
先
掲
の
空
海
書
簡
「
忽
見
二
来
書

I

」
と
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
語
棄
自
体
に
敬
意
表
現
を
込
め
て
い
る
と
は

言
え
ず
、
「
奉
」
「
蒙
」
と
い
っ
た
前
後
の
文
脈
に
よ
っ
て
敬
意
を
表
し
て
い
る
。

秦
棟
廻
奉
二
害
問
＿
‘
頓
慰
二
下
情
I

O

（
日
本
僧
真
寂
か
ら
義
空
宛
）

蒋
閤
梨
到
蒙
二
害
問
＿
‘
具
知
二
彼
徳
趣
平
善
深
ー
。

．

．

 

（
唐
僧
法
濶
か
ら
義
空
宛
）

忽

警
l

来
番
l

、
又
恵
―
―
跨
帯
l

o

（
徐
公
祐
か
ら
義
空
宛
）

「
書
」
を
伴
う
語
彙
で
は
、
実
際
の
薔
節
で
は
語
粟
自
体
に
敬
意
を
含
む
語
薬

は
「
垂
書
」
「
柾
書
」
等
と
少
な
く
、
前
後
の
文
脈
に
よ
っ
て
敬
意
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
薔
簡
語
彙
を
害
儀
文
例
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

「
書
」
が
下
接
す
る
語
粟
と
し
て
来
書
・
手
書
・
音
書
・
芳
書
等
が
あ
げ
ら
れ
、

上
接
す
る
語
彙
と
し
て
薔
示
・
嘗
詣
・
書
疏
等
が
あ
げ
ら
れ
る
x
く
。
上
接
語

棠
の
薔
示
・
薔
誨
・
香
疏
は
、
い
ず
れ
も
類
義
語
の
組
み
合
わ
せ
で
形
成
さ

れ
て
お
り
、
下
接
語
彙
の
手
審
・
音
薔
も
同
様
と
判
断
で
き
る
。
か
た
や
下

接
語
薬
の
来
書
は
薔
簡
の
方
向
性
を
示
す
「
来
」
と
書
簡
を
表
す
「
帯
」
と
が
熟

語
化
し
て
い
る
。
同
じ
く
下
接
語
葉
の
芳
書
は
上
接
の
「
芳
」
が
下
接
の
「
帯
」

を
修
飾
す
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
同
様
な
構
成
の
書
簡
語
彙
は
語
彙
と
し
て

の
表
現
に
広
が
り
が
あ
る
xvi
o

こ
の
よ
う
な
語
粟
の
傾
向
を
踏
ま
え
て
、
上
代
の
漢
文
嘗
節
に
見
ら
れ
る

傾
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
『
萬
葉
集
』
に
存
す
る
書
節
に
用
い
ら
れ
て

い
る
語
粟
に
は
来
書
・
先
書
・
賜
書
が
あ
り
、
前
二
例
は
方
向
性
を
示
す
表

現
と
書
簡
を
示
す
表
現
と
が
熟
語
化
し
た
例
で
あ
る
。
三
例
目
は
「
賜
レ
書
」

と
読
む
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
「
一
、
応
充
給
物
等
、
昨
日
買
求
已
屹
。

．．． 

…
但
先
日
賜
書
云
、
…
…
」
（
「
鹿
宝
充
給
物
状
」
大
日
本
古
文
書
五
•
四
0
0
)
等
を

参
照
す
れ
ば
一
語
の
名
詞
と
解
し
て
敬
意
表
現
を
含
む
書
簡
語
彙
を
位
懺
づ
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け
ら
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
書
簡
を
指
し
示
す
表
現
の
傾
向
は
汎
用
性
を
持
ち
、
相
手

に
対
す
る
敬
意
を
ど
の
よ
う
に
示
す
か
に
あ
る
と
い
え
る
。
実
用
の
書
簡
か

ら
は
書
簡
を
や
り
と
り
す
る
人
間
関
係
が
、
類
型
的
で
は
あ
る
も
の
の
看
て

取
れ
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
実
用
書
簡
の
表
現
と
範
文
化
し
た
書
儀
文

例
と
は
、
汎
用
性
と
位
概
づ
け
る
こ
と
が
難
し
い
表
現
の
存
在
に
よ
っ
て
、

両
者
の
乖
離
は
明
確
化
す
る
。

四
書
簡
語
彙
の
検
討
②
ー
装
飾
性
を
有
す
る
表
現
ー

汎
用
性
を
有
す
る
こ
と
が
薔
儀
文
例
に
お
い
て
は
董
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
書
儀
文
例
は
社
会
身
分
な
ど
に
よ
っ
て
使
用
す
る
語
彙
が
唐
代
頃
に

あ
る
程
度
制
度
化
さ
れ
、
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

表
現
に
し
た
が
っ
て
実
務
的
な
内
容
を
記
す
の
で
あ
れ
ば
、
書
儀
文
例
の
類

型
的
表
現
を
用
い
れ
ば
、
筒
潔
か
つ
正
確
に
用
件
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
そ
の
反
面
、
類
型
化
し
た
表
現
に
は
帯
き
手
が
文
飾
を
凝
ら
す
要
因

は
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
狭
間
の
な
か
で
平
安
初
期
の

空
海
は
独
自
の
表
現
を
実
現
し
た
人
物
な
の
で
は
な
い
か
。

空
海
が
文
飾
を
疑
ら
し
装
飾
性
を
有
す
る
書
簡
表
現
と
最
澄
な
ど
が
修
飾

を
凝
ら
し
て
い
る
書
箭
と
を
比
較
し
な
が
ら
空
海
書
簡
の
表
現
特
質
に
迫
っ

て
み
た
い
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
特
質
は
、
相
手
の
書
簡
を
風
や
雲
に
喩
え
て

い
る
点
で
あ
ろ
う
。

風
信
払
レ
岩
、
霙
書
排
レ
窟
。
（
東
宮
大
夫
宛
）

風
信
雲
書
、
従
レ
天
翔
臨
。
（
最
澄
宛
）

．．
 
；
・
風
吹
有
レ
便
、
莫
レ
惜
二
金
玉
ー
。
（
消
修
理
亮
宛
）

従
レ
承
二
籍
甚
I
、
思
渇
惟
深
。
風
信
来
•
払
二
雲
霧
l
゜
忽
開
二
珍
藻
I
、

慰
二
調
飢
I
0
（
宛
先
不
明
）

…
此
際
、
披
直
箋
＿
、
先
墨
I
手
魯
ー
。
（
梵
釈
寺
永
忠
か
ら
空
海
宛
）

時
因
二
風
雲
l
‘
恵
I

一
及
金
玉
l
o
（
毎
一
宛
）

「
風
信
」
「
霙
書
」
「
雲
箋
」
は
い
ず
れ
も
来
簡
を
意
味
し
、
天
象
物
を
比
喩
的

に
用
い
て
書
簡
を
指
し
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
比
喩
表
現
を
用
い
た
審

簡
は
書
儀
・
尺
腺
で
は
見
出
し
が
た
く
、
「
雲
」
を
用
い
た
「
仕
侶
既
衆
、
益
友

如
レ
雲
」
（
「
与
l

一
知
故
在
＞
京
書
」
『
杜
家
立
成
雑
齊
要
賂
』
）
と
た
く
さ
ん
の
物

や
人
が
集
ま
る
こ
と
の
比
喩
に
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
な
用
法
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
風
と
雲
が
書
簡
を
意
味
す
る
語
（
信
・
害
・
箋
）
を
修
飾
す
る

関
係
は
、
い
ず
れ
に
も
共
通
す
る
要
素
で
あ
る
。
空
海
は
風
や
霙
を
遠
く
離

れ
た
人
物
と
を
繋
ぐ
存
在
と
認
識
し
て
澗
色
を
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
表
現
技
法
を
擬
ら
す
の
み
な
ら
ず
、

伏
開
二
玉
検
I
‘
巳
奉
二
天
私
之
高
深
＿
o
（
某
相
国
宛
）

伏
承
二
金
札
l
、
即
擬
レ
参
二
会
法
筵
l
o
（
宛
先
不
明
）

の
ご
と
く
、
書
簡
を
表
す
検
や
札
に
玉
や
金
等
の
修
飾
語
を
加
え
て
美
的
な

書
筋
語
彙
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
似
関
係
と
し
て
位
慨
づ
け
ら
れ
る

の
は
、
先
掲
の
最
澄
が
空
海
に
宛
て
た
「
辱
柾
二
金
札
l
、
深
慰
二
下
情
一
。
」
「
辱

茸
一
金
札
＿
‘
告
二
伝
法
旨
ー
。
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
園
仁
の
「
昨
日
、
伏
奉
ニ

芳
旨
一
、
諸
事
欲
二
成
就
ー
。
」
「
：
・
・
先
蒙
二
芳
旨
I
O
」
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
い

ず
れ
も
下
接
す
る
語
が
魯
簡
を
意
味
し
、
上
接
す
る
語
が
書
簡
を
美
的
に
修

飾
す
る
関
係
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
係
は
唐
僧
義
空
関
係
の
「
…
自
二
舎
弟
廻
日
＿
‘
忽
奉
―
―
芳
音

一
。
」
（
徐
公
祐
か
ら
義
空
宛
）
等
に
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
は
書
儀
文
例
で
も
同

様
な
表
現
が
多
様
に
存
す
る
の
で
あ
る
。

房
ー
房
函
・
芳
翰
・
芳
誨
・
芳
及
・
芳
綾
・
芳
示
・
芳
書
・
芳
問
・

芳
音
・
芳
札

[華
l

]

華
翰
・
華
鍼
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属
l

]

栄

麓

栄

函

・

栄

誨

・

栄

舷

・

栄

示

・

栄

問

[
瑕
（
現
）
ー
蘊
函
．
瑣
章

こ
れ
ら
の
表
現
と
空
海
書
簡
の
「
風
信
」
「
雲
薔
」
「
雲
箋
」
と
を
比
較
す
れ
ば
、

空
海
の
独
自
表
現
が
際
立
つ
と
い
え
よ
う
。
ま
た
六
朝
尺
牒
も
書
儀
文
例
と

同
様
な
語
彙
が
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
状
況
は
留
意
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
、
魯
簡
を
示
す
表
現
に
風
や
雲
を
修
飾
的
に
用
い
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
術
一
宛
瞥
簡
が
「
風
雲
」
で
書
簡
を
指
し
示
す
の
に
は
、

庫
l

望
風
雲
＿
、
朝
夕
嗚
咽
゜

（
陳
徐
陵
「
在
―
―
北
斉
一
与
ー
ー
梁
大
尉
王
儀
弁
l

苔
『
文
苑
英
華
』
巻
六
七
七
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
『
毛
詩
』
（
祁
風
・
静
女
）
を
踏
ま
え
た
「
贈
二
望
風
雲
＿
‘

但
増
二
掻
首
I

」
(
「
長
I

知
故
別
久
一
書
」
『
杜
家
立
成
雑
書
要
賂
』
）
等
の
「
風
霙
」

と
の
関
連
を
想
起
す
べ
き
だ
ろ
う
。
先
掲
の
徳
一
宛
瞥
節
の
「
風
裳
」
は
、
遠

＜
隈
て
ら
れ
た
両
者
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
書
簡
と
密
接
な
関
係

を
な
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
も
『
萬
葉
集
』
に
も
「
今
勒
二
風
霙
I

、

発
l
l遣
徴
使
．
一
」
（
巻
十
八
•
四
―
二
八

1

四
一
三
一
書
簡
、
大
伴
家
持
）
と
書
簡
を

意
味
す
る
用
法
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
書
簡
表
現
と
し
て
の
成
熟
は
十
分
と

は
言
い
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
空
海
は
海
彼
の
文
学
表
現
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
平
安
初
期
の
害
簡
に
お
い
て
独
自
の
発
想
を
示
し
て
い
た
と
位

置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

五

小

結

空
海
の
書
簡
表
現
の
特
色
を
見
通
す
た
め
に
同
時
代
の
最
澄
の
書
簡
や
園

仁
、
さ
ら
に
は
唐
僧
義
空
の
審
簡
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
て
考
察
を
進
め
て

き
た
。
範
と
す
べ
き
香
儀
文
例
な
ど
と
の
共
通
点
を
有
し
な
が
ら
も
、
来
簡

を
表
現
す
る
に
際
し
て
空
を
行
き
交
う
風
や
裳
を
表
現
に
取
り
込
ん
で
い
る

背
景
に
海
彼
の
文
学
表
現
を
意
識
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
事
実
に
は
独
自
性
が

認
め
ら
れ
よ
う
。
か
た
や
最
澄
が
用
い
て
い
る
帯
筒
自
体
に
敬
意
を
込
め
た

表
現
は
、
書
儀
文
例
や
実
際
の
書
筋
・
尺
膜
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
汎
用
性
を
有
し
個
性
化
は
図
ら
れ
て
い
な
い
。

平
安
初
期
の
書
簡
表
現
は
、
帯
儀
文
例
等
の
類
型
的
表
現
に
依
拠
し
た
例

が
多
く
を
占
め
る
な
か
、
空
海
の
風
と
雲
を
用
い
て
書
簡
を
表
現
し
て
い
る

事
実
は
、
彼
の
豊
か
な
文
学
才
能
の
l

端
と
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
平
成
二
十
五
年
六
月
四
日
稿
）

追
記本

稿
は
「
奈
良
•
平
安
初
期
漢
文
誓
簡
に
見
る
敦
燒
誓
儀
表
現
受
容
の
史
的
展
開
」

（
基
盤
研
究
C
4
5
2
0
2
1
0
)

で
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
第
四
章
の
内
容
に
つ
い
て
は
「
平

安
初
期
漢
文
嘗
簡
に
み
る
書
儀
・
尺
牒
表
現
の
受
容
」

(
2
0
1
3

年
超
域
的
日
本
語
教
育

学
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ー
学
際
的
複
合
領
域
研
究
と
し
て
の
日
本
語
教
育
学
を
目

指
し
て
ー
、

2
0
1
3

年
五
月
十
八
日
、
中
國
文
化
大
學
（
台
湾
）
）
と
題
し
て
概
要
を
報

告
し
て
い
る
。

本
稿
の
執
筆
が
大
幅
に
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
会
員
諸
氏
に
は
多
大
な
る
ご
迷
惑
、

ご
心
配
を
か
け
た
こ
と
、
心
か
ら
お
詫
び
申
し
あ
げ
る
。

i
内
藤
湖
南
氏
「
正
倉
院
尊
蔵
二
旧
紗
本
に
就
き
て
」
（
『
内
藤
湖
南
全
集
第
七
巻
』
筑
摩

書
房
、

1
9
7
0

年
）
、
那
波
利
貞
氏
「
『
元
和
新
定
書
儀
』
と
杜
有
晉
の
編
す
る
『
吉
凶

誓
侮
』
と
に
就
い
て
」
（
京
都
大
学
「
史
林
」
第
四
五
巻
一
号
、

1
9
6
2

年
）
、
山
田
英
雄
氏

「
日
・
唐
・
羅
・
渤
間
の
国
宙
に
つ
い
て
」
「
帯
儀
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
史
孜
』
岩

波
書
店
、

1
9
8
7

年
）
、
弥
永
貞
三
氏
「
日
本
の
古
文
書
と
書
札
礼
ー
極
東
文
化
の
二
つ

の
道
ー
」
（
「
古
文
書
研
究
」
四
四
•
四
五
合
併
号
、19
9
7年
）
な
ど
が
、
早
い
成
果
と
し

て
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
正
倉
院
文
杏
の
書
儀
受
容
の
実
館
を
総
合
的
に
考
察
し
て

い
る
近
年
の
成
果
と
し
て
、
丸
山
裕
美
子
氏
「
書
儀
の
受
容
に
つ
い
て
ー
正
倉
院
文
書

に
み
る
「
書
儀
の
世
界
」
ー
j
(
「
正
倉
院
文
書
研
究
4
]
1
9
9
6

年
十
一
月
）
が
あ
る
。
さ
ら

に
東
野
治
之
氏
「
出
土
姿
料
か
ら
見
た
漢
文
の
受
容
ー
漢
文
学
展
開
の
背
景
」
（
「
国
文

学
解
釈
と
教
材
の
研
究
J
第
四
四
巻
＋
＿
号
、
1
9
9
9

年
九
月
）
で
は
歴
史
学
と
考
古
学

の
成
果
を
受
け
て
、
上
代
に
お
け
る
雲
簡
文
体
の
受
容
に
言
及
が
あ
る
。

i
i
高
木
帥
元
氏
「
唐
僧
義
空
の
来
朝
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
（
『
空
海
思
想
の
番
誌
的
研
究
』
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高
木
紳
元
著
作
棠

4
、
法
蔵
館
、
1
9
9
0

年
）
所
載
の
校
訂
本
文
と
略
注
が
存
す
る
の
み

の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
史
的
平
実
の
考
証
に
つ
い
て
は
田
中
史
生
氏
「
唐
人
の
対
日
交

易
ー
『
高
野
雑
筆
集
』
下
巻
所
収
「
唐
人
書
簡
」
の
分
析
か
ら
ー
」
（
関
東
学
院
大
学

「
経
済
系
」
第
二
二
九
集
、
2
0
0
6

年
）
、
大
槻
暢
子
氏
「
唐
偕
義
空
に
つ
い
て
の
初
歩
的

考
察
ー
唐
商
除
公
祐
か
ら
義
空
へ
の
雀
簡
ー
」
（
関
西
大
学
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研

究
」
創
刊
号
、

2
0
0
8

年
）
を
参
照
。

i
i
i
小
野
勝
年
氏
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
』
（
財
団
法
人
鈴
木
学
術
財
団
、

1
9
6
4

年
）
参
照
。

iv
小
島
憲
之
氏
「
海
東
と
西
域
ー
啓
粟
期
と
し
て
み
た
上
代
文
学
の
一
面
ー
」
（
『
萬
葉
以

前
ー
上
代
び
と
の
表
現
』
岩
波
書
店
、
1
9
8
6

年
）
は
代
表
さ
れ
る
研
究
成
果
の
―
つ
で

あ
る
。
芳
賀
紀
雄
氏
「
萬
葉
集
に
お
け
る
「
報
」
と
「
和
」
の
問
題
ー
詩
題
・
書
簡
と
の
関

連
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
「
願
文
・
書
侮
の
受
容
ー
海
東
と
西
域
の
問
題
」
（
『
萬
莱
集
に
お

け
る
中
國
文
學
の
受
容
』
塙
書
房
、
2
0
0
3

年
）
参
照
。
ま
た
「
典
籍
受
容
の
賭
問
題
」
（
同

書
所
収
）
の
「
書
儀
・
尺
牒
類
」
「
敦
燻
文
苔
．
吐
魯
番
出
土
文
書
」
も
参
照
。

＜
正
倉
院
文
書
の
「
請
暇
解
」
の
う
ち
「
請
暇
不
参
解
」
に
つ
い
て
は
、
奈
良
女
子
大
学
二

一
世
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
古
代
日
本
形
成
の
特
度
解
明
の
研
究
教
育
拠
点
）
報
告

某
V
ol.
4

『
正
倉
院
文
宙
の
訓
読
と
註
釈
ー
賭
暇
不
参
解
編
（
一
）

1
』（
2
0
0
5

年
十
二

月
）
、
同
V
o
l
.
9

『
正
倉
院
文
書
の
訓
読
と
註
釈
ー
請
暇
不
参
解
絹
（
二
）
ー
』

(
2
0
0
7

年
三
月
）
の
二
冊
の
報
告
書
に
よ
っ
て
不
参
解
全
文
の
注
釈
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る。

<
i
近
時
、
山
本
孝
子
氏
「
ハ

n
を
用
い
た
封
舷
方
法
ー
敦
燒
書
儀
に
よ
る
一
考
察
」
（
「
敦

燻
写
本
研
究
年
報
」
第
七
号
、

2
0
1
3

年
三
月
）
に
お
い
て
、
書
簡
贈
答
の
形
式
で
の
箱

利
用
に
関
す
る
考
察
が
網
羅
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

<
i
-
「
垂
」
に
つ
い
て
は
楊
莉
氏
「
敦
燒
書
傍
の
「
相
迎
書
J
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
」
（
奈
良

女
子
大
学
「
人
間
文
化
研
究
科
年
報
」
第
二
三
号
、

2
0
0
8

年
三
月
）
参
照
。

<
i
i
i
『
高
野
雑
箪
集
』
に
よ
れ
ば
空
海
寄
簡
の
他
に
唐
僧
義
空
宛
の
書
簡
が
十
八
通
併

載
さ
れ
て
い
る
（
嵩
木
帥
元
氏
『
空
海
と
最
澄
の
手
紙
』
法
蔵
館
、

1
9
9
9

年
）
。

ix
張
小
菰
氏
『
敦
燒
苔
儀
語
言
研
究
』
（
商
務
印
書
館
、

2
0
0
7

年
）
で
は
「
音
札
」
は
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
類
似
例
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
音
問
」
が
敬
意
を
含

む
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
当
該
例
に
も
敬
意
を
含
む
と

考
え
ら
れ
る
が
、
「
芳
」
「
金
」
等
の
明
確
な
敬
意
表
現
と
は
あ
る
程
度
の
区
別
が
可
能

だ
と
判
断
す
る
。
な
お
、
同
寄
で
は
中
性
的
な
書
簡
語
粟
に
「
刀
札
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。

x
高
木
柚
元
氏
『
空
海
と
最
澄
の
手
紙
』
（
法
蔵
館
、

1
9
9
9

年
）
参
照
。

xi
十
張
小
競
氏
『
敦
燒
書
儀
語
言
研
究
』
（
商
務
印
書
館
、

2
0
0
7

年
）
で
は
「
金
札
J

は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
類
似
例
と
考
え
ら
れ
る
「
金
玉
J
は
来
簡
に
敬
意
を

示
す
表
現
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

xi
i
「
垂
書
」
に
つ
い
て
は
梧
莉
氏
「
敦
燒
嘗
俄
の
「
相
迎
薔
」
の
待
遇
表
現
に
つ
い
て
」
（
奈

良
女
子
大
学
「
人
間
文
化
研
究
科
年
報
」
第
二
三
号
、

2
0
0
8

年
三
月
）
参
照
。

x
i
i
i
王
啓
渚
氏
『
吐
魯
番
出
土
文
書
詞
語
考
秤
』
（
四
川
出
版
集
団
巴
蜀
嘗
社
、

2
0
0
5

年
）
、
張
小
競
氏
『
敦
煽
書
儀
語
言
研
究
』
（
商
務
印
書
館
、

2
0
0
7

年
）
参
照
。

xi
v
商
木
釉
元
氏
『
空
海
と
最
澄
の
手
紙
』
（
法
蔵
館
、

1
9
9
9

年
）
の
訳
文
に
よ
る
。

xく
掲
出
用
例
は
基
本
的
に
張
小
醗
氏
『
敦
煽
書
傑
語
言
研
究
』
（
商
務
印
書
館
、

2
0
0
7

年
）
に
よ
る
。
た
だ
し
筆
者
の
本
文
調
査
に
よ
っ
て
追
加
し
た
用
例
が
あ
る
。

xvi
張
小
甜
氏
『
敦
姉
苔
惟
語
言
研
究
』
（
商
務
印
雀
館
、

2
0
0
7

年
）
参
照
。

（
に
し
か
ず
お
信
州
大
学
教
育
学
部
）
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